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長

に

高

木

源

次

氏

=
去
る
五
月
十
七
日
、
十
八
日
の
両
日
、
市
役
所
に
お
い
て
臨
時
市
議
会
が

開

か

れ

=

=

市
議
会
正
副
議
長
及
び
各
種
委
員
に
次
の
者
が
選
ば
れ

ま

し

た

。
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岡

忠
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次

郎

河

崎

直

義

関

口

昌

次

臨
時
出
納
検
査
立
会
議
員

伊

藤

正

委

員

ゆ

河

崎

浅

之

助

稲

沢

弥

一

議
会
選
出
教
育
委
員

河

崎

直

義

都
市
計
画
審
議
会
委
員

長
谷
川
作
次
郎

島

谷

政

隆

関

口

与

蔵

西

浦

三

郎

大

崎

利

吉

監
査
委
員
に
本

田

正

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

清

ィ
、
応
募
資
格

小
学
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の
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(
小
学
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〉

中
学
校
の
部
〈
中
学
生
〉

高
等
学
校
の
部
ハ
高
校
生
υ

勤
労
青
年
の
部
(
昭
和
十

三
年
四
月
以
降
出
生
〉

ロ
、
字
数
、
用
紙

七
四
O
O
字
詰
原
稿
用
紙

Z
小
学
校
の
部
三
枚
以

内
、
其
の
他
の
部
は
五

枚
以
内

市

政
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長

お

れ

ぬ

〆梯
1で
子
/定
地
r 8a-
;ar 

を
記
載
し
た
慰
問
文
や
新
聞
紙

等
の
送
付
を
望
ん
で
い
ま
す
。

送
付
希
望
者
は
な
る
べ
く
六
月

一
ぱ
い
に
御
送
付
手
続
方
お
願

当
市
よ
り
、
約
八
O
O
名
の
出

一鮭
鱒
流
網
漁
業
の
た
め
、

生
死
一

い
し
ま
す
と
共
に
、
宛
先
表
は

漁
団
員
が
、
波
路
仰
を
越
え
、
北

一を
離
れ
、
寒
風
つ
く
、
海
上
で
生
一
水
族
館
内
魚
津
市
出
漁
団
に
あ

太
平
洋
、
ア
リ
ユ

l
シ
ヤ

γ
列

一活
を
営
み
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
一
り
ま
す
か
ら
、
お
た
づ
ね
下
さ

島
方
面
及
び
オ
ホ
ツ
ツ
ク
海
で

一す
が
、
故
郷
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

一
ぃ。

;~ 

;L 

て

出

漁

団

員

慰
問
文
を
送
り
ま
し
ょ
う

~、

特

殊

気

象

時

火

災

予

防

に の

し、

/) 

申
年
は
火
の
廻
り
が
早
い
と

一
件
、
全
焼
火
災
で
は
昨
年
の
一
、

言
う
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
皆
様

一
五
倍
の
増
、
損
害
額
で
も
昨
年

御
承
知
の
通
り
、
三
月
二
十
日

一
を
上
廻
っ
て
い
ま
す
。

能
代
市
を
初
め
と
し
、
四
月
十

一

幸
い
に
し
て
延
焼
は
免
が
れ

七
日
福
島
県
常
葉
町
、
二
十
三

一
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
一

度
フ

日
芦
原
温
泉
街
、
五
月
に
北
海

一
エ
ン
状
態
の
悪
気
象
下
に
発
生

道
な
ど
と
各
地
に
ひ
ん
ぴ
ん
と

一
し
ま
す
と
、
現
在
市
の
消
防
力

し
て
大
火
が
発
生
し
て
い
ま

一
と
致
し
ま
し
て
は
誠
に
憂
慮
に

す
。

一堪
え
な
い
次
第
で
す
。
然
し
な

対
策
の
主
な
る
も
の
は
、
大
が
一
当
市
に
お
い
て
も
三
月
よ
り

一
が
ら
こ
れ
ら
の
大
火
災
と
云
っ

か
り
な
客
土
等
は
冬
の
事
業
と
一
既
に
八
件
、
そ
の
内
全
焼
火
災

一
て
も
そ
の
殆
ん
ど
が
日
常
の
小

し
て
、

差
当
り
珪
酸
石
灰
反
当
一

六
件
、
小
火
一
件
、

.山
火
事

二

さ
い
不
注
意
か
ら
起
る
の
で
あ

一

・・

一
り
、
そ
し
て
最
初
は
パ
ケ
ツ
一

三
O
〆
位
は
適
当
な
と
こ
ろ
で

M
:・:・
t

し

し
よ
う
o

野
草
は
剛
い
の
は
珪
~
埋
没
林
博
物
館
に
電
話
山
杯
の
水
で
消
す
こ
と
が
出
来
る

J

火
な
の
で
あ
り
ま
す
。

酸
含
量
が
高
い
か
ら
で
、
し
た

V

l

一O
四

九

番

l

)

市
民
の
皆
様
に
は
次
の
事
項

が
っ
て
野
草
堆
肥
は
合
理
的
で
へ

す
が
、
稲
葉
堆
肥
も
結
構
で
八
市
民
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
い
・
を
注
意
さ
れ
‘
特
に
五
、
六
月

す
。
生
産
目
標
反
当
り
百
〆
は
い
り
、

埋
没
林
博
物
館
も
陳
列
、
引
の
悪
気
象
下
に
お
い
て
防
火
に

特
に
施
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
~
展
示
内
容
を
改
善
し
て
、
皆
様
川
御
協
力
ペ
ー
さ
る
よ
う
お
願
い
致

ro

ム
の
博
物
館
と
し
た
い
と
念
願
致
い
し
ま
す
c

今
度
珪
酸
欠
乏
地
帯
の
調
査
が
九
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
一
層
の
山

ω
日
常
ラ
ヂ
オ
に
よ
る
気
象

次
の
と
お
り
ほ
ぼ
出
来
ま
し
た
山
利
便
を
図
る
た
め
去
る
二
十
二
川

情
報
に
注
意
の
こ
と

の
で
、
お
互
い
の
地
域
の
珪
酸

ん
日
か
ら
電
話
が
取
付
け
ら
れ
ま
~
納
火
災
警
報
発
令
の
と
き
は

分
布
状
況
を
参
照
し
て
、
そ
れ
げ
し
た
o
電
話
番
号
は
一
O
四
九
ん
火
の
取
扱
い
を
制
限
す
る
こ

ぞ

れ

対

策

を

構

じ

て

下

さ

い

。

~

番

で

す

。

い

と

水
稲
珪
酸
含
有
分
析
表
が

で

き

ま

じ

普
通
土
壌
分
子
は
珪
酸
三
、
ア

ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
二
程
度
の
も
の

を
モ
ソ
モ
リ
ヨ
ナ
イ
ト
系
の
土

壌
と
い
っ
て
良
質
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
長
年
同
一
土
壌
を
耕

作
す
る
と
珪
酸
が
減
じ
て
陶
土

に
同
じ
で
カ
オ
リ
ソ
系
の
土
壌

に
悪
変
す
る
。

珪
酸
が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
保

肥
力
、
保
水
力
が
低
下
し
て
秋

落
状
態
に
な
り
、
稲
自
体
に
も

珪
酸
が
少
な
い
の
で
耐
病
性
が

お
ち
、
躍
病
率
が
大
に
な
り
、

作
り
に
く
L
、
安
定
性
が
な
く

な
る
。

生
産
を
安
定
さ
せ
る
に
は
、
こ

の
土
の
病
気
の
状
態
を
直
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
方
法
を

耕
土
培
養
法
と
い
L
、
客
土
や

含
鉄
資
材
、
酸
性
中
和
の
石
灰

投
入
、
農
道
、
排
水
事
業
等
に

そ
れ
ん
¥
助
成
の
途
が
あ
り
ま

す
。珪
酸
欠
乏
病
状
の
検
査
は
、
こ

の
度
、
県
農
業
試
験
場
の
協
力

で
去
年
の
八
月
稲
の
止
葉
を
鏡

検
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
地
区
の

も
の
ふ
検
査
結
果
は
大
体
別
表

の
通
り
で
す
。

大
体
一
O
%
以
下
の
処
は
対
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
、
一
O

%
以
上
の
と
こ
ろ
は
角
川
、
布

施
川
、
黒
谷
川
、
そ
の
他
新
し

い
土
壊
の
流
入
す
る
所
で
、
稲

は
作
り
よ
い
わ
け
で
す
。

納

税

議

高

木

源

次

市
制
施
行
後
第
二
期
目
の
市
の
で
、
固
く
御
辞
退
申
上
ぐ
ベ
と
思
い
ま
す
か
ら
、
何
卒
市
民

議
会
の
組
織
に
当
り
、
不
肖
私
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
折
角
の
皆
様
に
は
従
来
に
倍
し
て
御

が
図
ら
ず
も
議
長
に
選
ば
れ
た
の
御
推
挙
に
甘
ん
じ
て
御
引
受
指
導
御
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お

こ
と
は
淘
に
光
栄
に
存
ず
る
も
け
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
願
い
致
し
ま
す
。

の

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

上

は

そ

の

職

責
の

重

大

以

上

簡

単
で
あ
り
ま
す
が
、

素
よ
り
浅
学
非
才
に
し
て
、
な
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
本
市
紙
上
を
通
じ
て
一

言
御
挨
拶
申

そ
の
器
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
発
展
の
た
め
寄
与
い
た
し
た
い
上
げ
ま
す
。

副

議

長

長

田

喜

三

右

衛

門

不
肖
私
が
、
今
般
図
ら
ず
も
次
第
で
あ
り
ま
す
。
指
導
、
御
鞭
撞
の
程
御
願
い
致

副
議
長
に
選
ば
れ
就
任
い
た
し
今
後
は
、
市
民
の
皆
様
方
の
し
ま
す
。

ま

し

た

。

御

協

力

に

よ

り

ま

し

て

、

虚

心

一

言
簡
単
で
あ
り
ま
す
が
、

;
素
よ
り
浅
学
非
守
そ
の
器
で
坦
懐
、
議
長
に
協
力
し
て
、
そ
紙
上
を
通
じ
て
御
挨
拶
申
上
げ

は
あ
り
ま
せ
ん
が
‘
折
角
の
御
の
職
責
を
全
う
し
た
い
と
存
じ
:
』
O

推
挙
に
甘
え
て
御
引
受
け
し
た
ま
す
。
ど
う
か
今
後
共
一
層
御

1
t
!

一

開

に

伺

読

書

感

想

文

全

国

コ

ン

ク

ー

ル

一

主

催

全

国

学

校

図

書

館

協

議

会

-

一

後

援

文

部

省

一

、

注

意

事

項

昭

和

三

十

一

年
七
月
二
十
…

一

別

の

原

稿

用

紙

に

次

の

事

目

…

.

を

書

き

、

上

に

添

付

す

る

県

教

育

委

員
会
学
校
教
育

一

.

こ

と

課

宛

…

一

ω題
名
、

ω学
校

名

(

会

ホ

、

発

表

一

社
名
〉

ω氏
名
、

ω学
年

十

月

下

旬

毎

日

新

聞

紙

一

-

(

勤

労

青

年

の

部

は

生

年

上

並

に

「

学

校

図

書
館
」

一

月

日

と

職

名

〉

切

感

想

文

速

報

版

に

掲

載

と

同

時

に

一

.

を

書

い

た

本

の

名

前

、

ω
学
校
〈
勤
労
青
年
の
部
は
一

一

著

者

、

的

本

の

発

行

所

本

人

〉

に

通

知

す

る

。

一

一

ニ

、

応

募

期

限

及

提

出

場

所

一

ー

陥

円

|

何

回

|

一

灰

榊

四

布

施

島

田

江

仏

お

一

一山

新

新

施

田

寺

町

下

凪

ず

野

剛

寺
施
一

H
H
H
H

鬼

p
純
一

一
間
グ
下

H

H
ぐ
野

1
1
7
1布一

一

転

一

一
神
，
h

1

1

j

田

引

司

一

地

青

|

い

院

門

医

事

木

西

蛇
小
蛇
長
蛇
小
長

蛇
小
西
一

闘
劃
引
羽
川
↓
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刈
川
刈
刈
豆
一
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訓
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倍

付
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刊
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--引
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自
制
凶
叫
目
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引
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川
ド
2
3
4
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引
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刊
日
刊
割
目
司
川
町
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引
引
百
引
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剖

4
引
4
1
副
d
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番
号
一
?
?
?
?
?
?
?
?
一
旬
叩
叩
叩
伯
伯
伯
伯
一
泊
叩
什
刊
行
什
什
什
刊
行
一
刊
行
犯
刊
は
刊
は
刊
は

mu
刊
は
刊
は
位
仰
は
旬
一

i

一

下
ー
ー
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野
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一
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一
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一
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r
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』

h
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除
民
l
E
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山
』
奥
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加
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相

上

高

一

酸
量
6
二

A
J
-
J
s
i
一
$
5
5
5
河
川
列
刈
↓

4
寸
刈
刈
引
刈

i
J
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斗
斗
d
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↓
川
副
刈
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μ
いい
m
μ
h防
げ
m
M凶
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は
は
川
河
川
l

k
げ
川
河
?

5

4

6
一

番
号

一回
目
白

67mmω
“
位
必

ωω

“um∞A
W
河
川
花
万
九
万
お
刀
陀
W
岡
町
回
岡
別
問
倒
阿
側
側
叫
一

5

「
ー
ー
ド
ー
ー
し
阿
|
|
医
I

L
I
-
-惟
I
l
l
-
-
-
同
i
L
i
k
-
-川
町
-
4
|

オ

4

一期
間
野
生
山
方
棒
田
高
上
原
寺
一熊
熊
谷
熊
沼
谷
山
野
畠
田
堂
谷

一垣

同

九
|
劉

l
i
l
-
-
-

一子
(

出

H
H

源
一

鹿

菅

音

山
H
H

一

グ
時
H
H

開
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
↑

地

一割

グ
上
浅
有
舛
市
舛
一
岩
湯
川
弥
一鹿
大
虎
古
小
池
北
坪
稗
室
観
金

一石

対

伐

酸

劃

配

ヨ

司

-
J
J

一
J
ヨ

河

川

川

一6
ペゴ
d
d
2
1
1
1
1刻
一4
」
4
1l「
ヰ
寸
↓
寸

珪
含

O
ぽ
川
崎
川
川
川
川
げ
仰
凶

1
1
2句
作
目
お
初
引
也
市
筒
引
旬

7
笠

沼

恒

什

行

割
引
可
制
自
国
間
関
問
問
問
問
問
自
国
防
凶
倒
閣
制
盟
国
区

葉〉

名

経

く止水稲珪酸含量分析表

的
常
に
火
扱
い
場
所
を
整
理
一

す
る
と
共
に
パ
ケ
ツ
一
杯
の
一

水
を
吸
ん
で
お
く
こ
と
一

件
川
水
を
確
保
す
る
と
共
に
一

消
火
栓
上
を
情
婦
の
こ
と
一

納
農
繁
期
の
留
守
中
は
特
に
一

小
供
の
火
遊
び
に
注
意
の
こ
一

〉

」

-

付
出
火
し
た
と
き
は
一
刻
も
一

早
く
消
防
署
ヘ
知
ら
せ
る
こ

Lι 

川

火

事
の
見
物
よ
り
飛
火
を

警
戒
す
る
こ
と

消
防
署
の
電
話
は
=
丸
亙
番

に
火
災
尊
用
電
話
が
あ
り
「
火

事
」
と
言
え
ば
継
ぎ
ま
す
か
ら

場
所
を
明
確
に
言

っ
て
下
さ

い
。
例
え
ば
何
々
小
学
校
の
横

と
か
、
或
い
は
何
々
寺
の
近
く

と
か
、
目
じ
る
し
に
な
る
も
の

、
叉
は
部
落
名
を
言
っ
て
下
さ

、。、
U
W

な
お
町
内
に
お
い
て
火
の
取

扱
い
の
悪
い
家
や
、
煙
突
な
ど

破
損
し
て
い
て
、
互
に
注
意
し

が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
至
急
消
防
岩
ヘ
知
ら
せ
て

下
さ
い
。
へ
魚
津
消
防
署
〉

11 
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(2) 

八すこし肥面んが健位坪二粒成ミ株三そめ確多り拡産待数かす田等 4.3.ト 2. 1.頂をかて答 問
。か匁、料積 。大苗のー升、苗所植本れた保苗方大安しをらかはで植苗 揚 を反 き頭ら気 い

冬3422字転問話芸者室長艇は語品医学界会宮守主主暗殺明記長禁罪童諸
塩堅一り温分きけず面きの三九はすの先のよでちょはいこ藤田晩まおのき撒代にる二播 0いに温苗 L用
加主二Nいとと 日積にタ万O 、る坪づでう穂良う 苗のと即へ植すく場除布にすこ|き てない代た苗
ーハ匁ーのるはれ光をしナ円ヂ約 h 七ーすに数苗な代ではち出し 0 合草をするとコ以 管 りかのい代
。o位二でこ日ばに要てモとザ六Eo株 0努をの作を生期穂てま跡 はをする o 0δ下 理勝ら時 0の
匁実で匁よと光な当し約ミ見仁互、 こするこ 坪に をち伸期 管

報需品廷;許諸日午; ~~!;~~線設h pot 読まとお宮
よ酸でー牧 0 るせ積 0坪し当万粍モ a層部l.ìm九四n~;1.む 仮 代 0 てといつっ

た用用に紙寒等する献をいイ足厚 明言をしい目?!23次なに揚終茎にす何げだそに水次い
いの苗あがいに 0様病源植こモにい 、~%泌が九:;:.~~~~~.~:~;:~'7;/~~~W に揚除床 る、腐る時なけしな苗はわ
も向代るお関立叉に首にえとチ備所 、必叱~~.~~;'r.:波紋:~;~Gfj;;Þ〆 薬床草に こeWら。もいにてり代深け
のはにとく係枯本、はなて、のえは 剤に機すとちせ第7，1(よお、まで水で
で七古いれも病春処必る本往あて間て Cマ斗ーしりはりつ浸で暫除撒なをるに家るこのうい水すも防す
す日いわたあがの分ずこ国々る仮引頂加ラ式週よの低まてさいく草布る数になのと葉上にては 0今止。
。程保れきり多保す隔とににも植きき用ソポ問う発温すいれる 苗 、で。回はる長第をにし床出 か2
で温まらま発温広離が伝しのえすた液 γノレにか生で 0るてと代麦す 通溝 0男一深あ、の来 ら?を
除紙すいすし折 Q あ播てをしるいを叉ドーらが泥特こ真ドを刈が すにでが次7，1(る第上る 結床
紙等 0ががた衷こ足るす羅植て o 0撒は l度、多負にと白ロ見り固 と当今流第でよ二へだ ー槽こさ
さ御跡多、の苗とへ oる病えお苗 布 B液位是い葉今がに虫な等植 立るか産ー早う 葉はけ 堕す
れ利回分除は代で送 伝苗なく不 しH 、六非で潜年あなにいでえ 派所らに位田にをあ溝 床が

(昭和昨ヲ月13日)
第三種郵便物認可報広市津魚

'
v

・)悼、、

1
1

.

戸

、

v

，
夜
匁

U

六

月

三

日

よ

b

四

日

間

魚
津
観
光
協
会
で
は
市
や
商

一
間
「
し
ん
き
ろ
う
祭
り
」
を
実

工
会
議
所
、
商
庖
街
の
協
力
を

一
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
次
の
よ

得
て
観
光
客
を
誘
致
し
、
そ
の
一
う
な
演
芸
を
魚
津
水
族
館
野
外

旅
情
を
慰
め
ん
と
、
来
る
六
月

一
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
致
し
ま
す
。

三
日
よ
り
六
月
六
日
ま
で
四
日

一

し

き

ろ

昭和31年 6月1日発行

τtr 
コ::s¥

程

表

演

日

青
少
年
が
理
解
あ
る
指
導
者

の
も
と
に
五
人

l
一
O
人
程
度

の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
休
祭

日、
農
閑
期
な
ど
を
利
用
し
て、

徒
歩
や
自
転
車
で
山
野
を
践
渉

し
、
自
然
の
探
究
、
郷
土
の
研
究

ス
ポ
ー
ツ
、

芸
能
活
動
、
あ
る

い
は
各
地
の
青
少
年
と
の
交
歓

な
ど
を
行
い
楽
し
く
過
し
た
い

も
の
で
す
。

県
な
ら
び
に
市
教

委
で
は
昨
年
指
定
キ
ヤ

γ
プ
地

ゆ
ま
砂
《
・
・
・
・

キ
ャ
ン
プ
と
ハ
イ
キ
ン
グ

と
し
て
認
め
ら
れ
た
坪
野
を
は

じ
め
、
名
所
旧

蹟

を

た
づ
ね

た
次
の
よ
う
な
ハ
イ
キ
ン
グ

コ

ー
ス
で
野
外
旅
行
活
動
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

@
野
外
旅
行
活
動
キ
ヤ

γ
プ
地

坪
野
(
坪
野
鉱
泉
の
裏
山
)

@
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

l
ス

ー

魚

津
!
天
神
山
!
田
籾

!
嘉
例
沢
|
下
立
ロ

ー

電
鉄
魚
津
|
大
谷
1
北

山
ー
松
倉
|
電
鉄
魚
津

五

魚

津

駅

1
天
神
山

l
小

川
寺
|
蛇
田
|
片
貝
橋

l

魚
津
駅

@
キ
ャ
ン
プ
地
使
用
に
つ
い
て

キ
ャ
ン
プ
地
利
用
者
は
、
お
そ

く
と
も
午
後
四
時
ま
で
に
当
該

教
育
委
員
会
へ
到
着
し
、
利
用

券
(
市
教
育
委
員
会
に
あ
り
〉

を
提
示
し
て
キ
ヤ

γ
プ
地
へ
入

乳
幼
児
の
検
診
結
果

可
愛
い
斗
子
供
を
「
す
こ
や
か
」

に
育
て
た
い
!
こ
れ
は
総
て
の

お
母
様
方
の
心
か
ら
の
望
み
だ

と
思
い
ま
す
。
今
春
三
月
二
十

四
日
よ
り
四
月
十
八
日
ま
で
各

校
下
毎
に
乳
幼
児
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
受
診
率
三

九
%
で
受
検
者
数
は
八
九
一
名

〈
乳
児
三
三
九
名
、
幼
児
五
五

二
名
〉
で
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児

の
発
育
は
そ
の
人
の
生
涯
を
左

右
す
る
も
の
で
、
今
ま
で
順
調

る
。
火
気
に
十
分
留
意
す
る
と

と
も
に
、
自
然
物
を
損
傷
し
な

い
よ
う
に
つ
と
め
る
。
キ
ャ
ン

プ
終
了
後
は
キ
ャ
ン
プ
地
を
原

形
に
復
す
る
。
天
幕
を
破
損
し

た
場
合
は
修
繕
に
要
す
る
費
用

を
負
担
す
る
。
総
具
を
借
用
し

た
場
合
は
借
料
を
負
担
す
る
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
教
育
委
員

会
の
指
示
を
う
け
て
下
さ
い
。

交
通
安
全
運
動

ポ
ス
タ
ー
の

入

賞

者

去
る
四
月
十
六
日
よ
り
十
日
間

実
施
さ
れ
た
全
国
交
通
安
実
運

動
の
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
小
学
校

か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
応
募
校

十
校
、
枚
数
百
七
十
枚
に
達
し

た
の
で
)
審
査
の
結
果
優
秀
作

品
を
次
の
と
お
り
定
め
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
し
ま
し
た
。

一
等経
団
小
三
年

朝
野
み
き
子

五 四 三二
経大等片大東大等村経等松上等
田町 貝町部町 木田 倉中
小小 小小中小 小小 小 島
二四 六四二四 五二 六小
年年 年年年年 年年 年五

藤年
中井 稗永
尾 ひ 苗田
ろ恵
敦あ 清美
子き 吉子

奥

野

雅

雄

関
口
八
重
子

白
川
と
し
子

三

井

朝

子

浦加
元藤

主主全F全国標 準|孟i:Z宣Z宣J晶ii:4 
体重|身長|胸囲

1ヶ月 |罰全部|54cm5I55cm6|
53.61 35.0 

2ヶ月間 5211581158J
4.921 57.11 37. 

5ヶ月 1:¥ ~竹 6031 401 1 5 何回 81 3925.611 58 .91 38. 11 6.20; 59.61 40.0 

4ヶ月 12166162J417164672405
6. 151 60.81 40. 31 6.021 60.81 39.7 

5ヶ月 ¥:1~ペ 63814246 記16244166.701 62.81 41.31 6.491 62.41 40.7 

6ヶ月 lZ17616521423659163・1411
7.041 64.21 41. 81 6.591 64.81 41 .2 

7ヶ月 121792 ぺ 1455178;I680454
7.35165.5142.21 7.19167.141.8 

8ヶ月 1:1~・336門 457| 7q 吋 43.07.691 67.01 42.71 8.031 66.01 42.3 

ヲヶ月 1218;?|ぺ |ぺ 1822172014257.971 68.41 43.2) 7.321 7. 101 41. 6 

10ヶ月 lZ!"870|701 科 617211846|位?
8.211 69.51 43.71 7.651 69.51 42.7 

11ヶ月 1518921720i45118兜|7511428
8.47170.5' 44.11 7.931 69.41 42.8 

12ヶ月 1219171門 4519il|7531必 48.691 72.01 44.61 8.601 71.31 43.2 

1年6ヶ月 1男女'10.4161、177.7|| 必.711 9.71|1 78.11| 47.5 
1 9.46: 76.21 45.51 9. 121 73.51 45 . 0 

2 ヶ年 15111門8121吋 1M1877loo10. 401 80.21 46.21 10.661 80.91 47.5 

何ヶ月|雲11192|吋相 11114?185201
11.351 84.01 47.01 11.30! 84.31 47.9 

5 ヶ年 12I12司882149511525903! 日 ?I12.161 87.21 48.01 12.40 89.61 50. 

に
発
育
し
て
来
た
赤
ち
ゃ
ん
も

離
乳
の
時
期
が
遅
れ
た
り
、
食

品
の
質
的
な
面
も
不
十
分
な
も

の
は
発
育
を
そ
害
さ
れ
ま
す
。

ま
た
乳
幼
児
は
病
気
に
対
し
て

非
常
に
抵
抗
力
が
弱
く
日
常
に

お
け
る
育
児
方
法
の
如
何
に
よ

っ
て
生
涯
の
健
康
を
決
定
さ
れ

ま
す
か
ら
、
健
康
診
断
、
予
防

接
種
は
必
ら
ず
受
け
ら
れ
健
康

状
態
に
充
分
に
留
意
下
さ
い
。

乳
幼
児
の
検
診
し
た
結
果
、
受

診
者
の
平
均
と
全
国
標
準
を
く

ら
べ
て
見
ま
す
と
右
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

午後 六 午後 六 後午六 後午六 日
一月 一月 一月 一月

時よ ムハ
時より五日 時より四目 時ょり= 一日時

り日

一

B岡|込臨医開り.4津頭音.3贋気桜節.2魚津士のお節.表屋1節. 諮会富出大民

3.2.1.12.1. 

珍腹舞舞舞演

話

術術踊踊踊

'7令+z-

一
地生oLf 八
葉 皇室会連中合業組霊ニ

会ば踊保存んわ保会尾本場存おら

勢二! 出

森 業組ム、

のの

芸奴連中 芸奴連中
演

行 行行

者

(第93号)

〈
何
れ
も
雨
荒
天
の
場
合
は
中
止
〉

昭
和
三
十
一
年
度

市

P
T
A
会

長

決

定

大
町
小
学
校

村
木

H
H

住
吉

H
H

上
中
島
グ

松
倉

H
H

上
野
方
H
H

本
江
片
貝

小宝山松水山大大
林田下回尾口崎西

源磯勇富源助利民
治二一治作夫正生

M n 

加
積
道
下
経
団
天
神

H
H

西
布
施
H
H

白

倉

山
H

西
部
中
学
校

東
部
中
学
校

佐
々
田
久
作

西
尾
順
之
助

菊

地

松

雄

沢

田

通

久

山

本

龍

松
岡
圧
之
助

紙

谷

義

一

朝

野

次

七

n H 

魚

津

高

校

北
信
越
大
会
に
↓
初
優
勝

去
る
五
月
十
九
、
二
十
日
の

両
日
新
潟
市
で
行
な
わ
れ
た
春

の
北
信
五
県
高
校
野
球
大
会
に

県
代
表
と
し
て
出

場

し

た

魚

津
高
校
チ
l
ム
は
見
事
初
優
勝

の
栄
冠
を
飾
っ
た
。
こ
れ
は
五

十
年
前
魚
津
高
校
に
野
球
部
が

創
立
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
偉

業
で
あ
り
、
戦
後
は
本
大
会
に

駒
を
進
め
る
こ
と
五
度
、
今
日

遂
に
最
高
栄
誉
を
獲
得
、
宿
願

を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
優

勝
が
特
に
吾
々
市
民
に
深
い
感

銘
と
よ
ろ
こ
び
を
も
た
ら
じ
た

の
は
、

春
の
全
国
選
抜
大
会
に

甲
子
園
の
土
を
踏
ん
だ
好
敵
手

滑
川
高
校
チ

l
ム
を
県
大
会
の

優
勝
戦
で
堂
々
降
し
、
勝
利
を

も
た
ら
し
.
た
こ
と
で
す
。

輝
や
く
優
勝
旗
を
飾
っ
て
魚

津
駅
に
到
着
し
た
ナ
イ

γ
は、

駅
頭
寺
田
市
長
、金
光
前
市
長
、

高
野
後
援
会
長
、
木
下
校
長
始

め
約
千
名
の
学
生
、
市
民
の
出

迎
え
を
う
け
た
の
ち
、
魚
津
高

校
プ
ラ
ス
パ

γ
ド
を
先
頭
に
約

十
台
の
車
に
分
乗
、
市
内
目
抜

通
り
を
約
一
時
間
に
互
っ
て
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
市
民
の
歓
迎

に
応
え
た
。
最
後
に
市
役
所
前

で
寺
田
市
長
、
高
野
後
援
会
長

の
祝
辞
を
受
け、

選
手
代
表
野

田
主
将
が
力
強
く
こ
れ
に

答

え
、
万
歳
を
三
唱
し
て
魚
高
野

球
部
の
前
途
を
祝
し
た
。

な
お
こ
れ
を
契
機
に
夏
の
全

国
大
会
を
目
指
し
奮
迅
の
努
力

精
進
を
重
ね
、
や
が
て
甲
子
園

原
頭
に
魚
津
高
校
の
名
を
繭
か

す
べ
く
一
一
層
奮
励
さ
れ
ん
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

松
倉
小
六
年

大
町
小
一
年

大
町
小
六
年

芹島森
藤田

寄

付

魚
津
市
村
木

平
井
作
次
郎

金
五

O
O円
ハ
五
月
二
十
一
日
〉

社
会
福
祉
援
護
資
金
と
し
て

園
書
館
だ
よ
り

催
し
の
案
内

定
期
ハ
八
十
七
回
〉

レ
コ
ー
ド
・
コ

γ
サ

l
ト

日

時

六

月

二

日
夜
七
時
半

市
立
図
書
館

節
子勝

と
こ
ろ

曲

目「中
南
米
音
楽
を
聴
く
」

海
外
引
揚
者
の
方
ヘ

今
回
五
月
一
日
付
厚
生
省

々
令
で
海
外
引
揚
者
の
方
は

9
在
外
事
実
調
査
苗
F
を
提
出

せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
該

当
の
方
は
市
厚
生
課
叉
は
最

'
寄
り
の
市
出
張
所
ま
で
至
急

N

御
連
絡
下
さ
い
。

(写
真
は
優
勝
し
た

魚
高
チ

l
ム〉

市民税第一期

ffT?2Tfj 靖道 明
夫乃夫

五
月
十
一
日
か
ら
五
月
=
十
五
日
ま
で

五
月
十
二
日
(
土
〉

一

催

農

業

委

員

会

開

催

一

企

二

十

一
日
〈
月
)

全

十
三
日
〈
日
)

一

靖

国
神
社
参
拝
の
遺
児
壮
行

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

一

会
開
催

全

十

六

日
〈
水
〉

一
全

二
十
二
日
(
火
〉

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催
一
市
議
会
議
員
協
議
会
開
催
農

消
防
団
分
団
長
会
議
開
催

一

山
漁
村
建
設
総
合
対
策
協
議

市
社
会
教
育
委
員
会
開
催

一

会
開
催

全
十
七
日
(
木
〉

一
全

二
十
三
日
〈
水
〉

臨

時

市

議

会

開

催

一

運

輸

省

東

海

々

運

局

船

員

部

全
十
八
日
〈
金
〉

・
一

長
浦
田
隣
太
郎
氏
来
市

臨
時
市
議
会
続
会

一
全

二

十

四

日
(
木
)

企
二
十
日
(
日
〉

一

市
議
会
建
設
委
員
会
及
び
商

市
議
会
常
任
委
員
長
会
議
開
一
工
水
産
委
員
会
開
催

-

農
家
の
皆
さ
ん
農
薬
使
用

の
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
最

近
パ
ラ
チ
オ
ン
、
ホ
リ
ド
ー
ル

等
の
農
薬
に
起
因
す
る
事
故
が

多
く
本
県
で
も
昨
年
一
ヶ
年
に

中
毒
者
数
男
四
三
、
女
一
三
、

計
五
六
名
で
そ
の
う
ち
死
者
が

七
名
で
中
毒
原
因
物
は
パ
ラ
チ

オ

γ
、
ホ
リ
ド
ー
ル
五
三
名
、

テ
ツ
プ
三
名
の
事
故
が
発
生
し

政
府
で
は
こ
の
事
故
の
防
止
と

術
生
的
見
地
か
ら
昭
和
三
十
年

八
月
十
二
日
法
律
第
百
六
十
二

号
を
も
っ
て
「
毒
物
劇
物
取
締

法
」
の
一
部
改
正
を
行
い
、
十

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
従
来
取
締
上
、
取
扱
上
特

別
の
基
準
に
よ
り
、
規
制
の
行

わ
れ
て
い
た
フ
ラ
ト

l
ル
、
パ

ラ
チ
オ
ン
、
ホ
リ
ド
ー
ル
等
は

特
定
の
毒
物
と
し
て
指
定
さ
れ

個
人
の
使
用
は
勿
論
、
所
持
も

禁
止
さ
れ
る
等
厳
重
に
規
制
が

加
え
ら
れ
ま

L
た。

-

農
薬
事
故
の
原
因
は

1

農
薬
に
対
す
る
農
家
の
関

心
が
薄
く
安
易
な
態
度
で
取
扱

っ
て
い
る
。

ワム

農
薬
の
害
毒
は
人
の
体
質

に
よ
り
異
る
も
の
で
あ
る
の
に

「
そ
ん
な
も
の
恐
れ
る
こ
と
は

な
い
」
「
:
:
:
し
た
が
差
支
い

な
い
」

等
と
他
人
の
言
動
を
信

じ
取
扱
規
準
を
守
ら
な
い。

z山

残
農
薬
空
容
器
の
措
置
が

慢
然
と
行
か
れ
て
い
る
等
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

-
危
害
予
防
上
の
注
意
事
項

七
撒
布
に
は
必
ず
「
立
入
禁

止
」
の
札
を
立
て
込
下
さ
い
。

乙
子
供
や
家
畜
は
作
業
現
場

か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
。

丘
学
校
及
び
隣
接
村
落
へ
の

連
絡
。
ι
空
器
及
び
袋
等
は
危
険
の

な
い
と
思
う
土
中
に
埋
め
る
こ

L
ι
0
 

1

防
除
を
始
め
る
前
に
は
先

づ
防
除
班
員
の
健
康
状
態
を
調

べ
る
こ
ど
。

ふ
あ
ら
か
じ
め
器
具
の
点
検

を
是
非
や
る
こ
と
。

λ

必
ら
ず
指
導
員
の
指
導
通

り
行
う
こ
と
。

&
撒
布
者
は
必
す
「
マ
ス
ク
」

を
掛
け
る
こ
と
。

-

中

毒
時
の
応
急
手
当

万
一
誤
っ
て
中
毒
し
た
と
き
は

す
ぐ
医
師
を
呼
ぶ
こ
と
こ
れ
は

一
刻
も
早
い
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
な
お
医
師
が
来
る
ま
で
次

の
手
当
を
行
う
こ
と
。

ー

皮
膚
に
つ
い
た
薬
剤
は
先

づ
乾
い
た
布
、
ち
り
紙
で
吸
い

と
る
ほ
か
石
け
ん
で
何
度
も
洗

汽
ノ
こ
〉
』
O

つ
い
限
に
入
っ
た
と
き
は
食
塩

水
(
食
塩
九
砥
、
水
一
、

0
0

0
瓦
)
又
は
重
曹
水
(
重
曹
一

O
瓦
、
水
一
、

0
0
0瓦
)
で

十
五
分
位
洗
う
こ
と
。

z山
薬
剤
で
汚
れ
た
衣
服
は
た

ど
ち
に
脱
が
せ
る
こ
と
。

ι
誤
つ
て
の
み
込
れ
て
吐
き

出
さ
す
こ
と
。
こ
の
際
重
曹
〈

又
は
胃
散
〉
一

t
二
砥
を
多
量

の
水
で
の
ま
せ
て
吐
か
せ
る
と

ドー、、。

1
6
3
U
V
 

FL

医
師
が
来
る
ま
で
の
聞
に

中
毒
が
ひ
ど
く
な
っ
た
と
き
は

硫
酸
ア
ト
ロ
ピ

γ
錠
を
服
ま
せ

る
。
こ
の
薬
は
劇
薬
で
あ
る
か

ら
必
ず
指
導
員
の
指
示
に
従
い

容
掠
に
書
い
て
あ
る
用
法
用
量

通
り
服
ま
せ
る
こ
と
。

ふ
患
者
の
呼
吸
が
弱
ま
っ
て

来
た
ら
人
口
呼
吸
を
行
う
こ
と

以
上
の
点
を
よ
く
留
意
し
て
戴

い
て
管
内
か
ら
今
年
も
農
薬
の

事
故
が
な
い
様
注
意
し
て
下
さ

い

。

ハ

魚

津

警

察

署

〉


